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桜
美
林
大
学
の
活
動
報
告

オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
招
へ
い

社
会
課
題
に
挑
む
中
小
企
業
視
察

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
首
都
圏
中
小
企
業
の
訪
問
や

経
営
者
等
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
①
社
会
課
題
解
決

が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
発
見
す
る
重
要
な

切
り
口
と
な
る
こ
と
②
全
企
業
の
99
％
以
上
を
占
め

る
中
小
企
業
が
社
会
変
革
の
担
い
手
と
な
り
う
る
こ

と
│
│
な
ど
を
理
解
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
日
本
の
中
小
企
業
研
究
を
専
門
と
す
る
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
学
群
所
属
の
堀
潔
教
授
が
担
当
し
、
学
生
の

指
導
に
あ
た
っ
た
。
我
が
国
が
直
面
す
る
社
会
課
題

の
中
で
も
今
回
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
５
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
」
「
８
働
き
が
い
と
経
済
成
長
」
に
注
目
し
、

女
性
起
業
家
と
の
対
話
を
は
じ
め
、
人
材
の
多
様
性

を
生
か
し
て
新
し
い
価
値
創
造
を
目
指
す
国
内
中
小

企
業
と
協
働
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
月
27
日
〜
３
月
５
日
の
７
日
間
、

本
学
協
定
校
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
応
用
科
学
大
学
（
オ

ラ
ン
ダ
）
と
東
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
学
（
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
）
か
ら
教
員
・
学
生
18
名
（
う
ち
１
名
自
己
資
金

参
加
者
）
を
招
へ
い
し
て
実
施
さ
れ
た
。
本
学
学
生

も
参
加
し
、
日
本
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

３
カ
国
で
学
び
合
う
環
境
の
下
、
日
本
の
学
生
と
と

も
に
多
様
な
人
材
が
働
く
環
境
が
企
業
や
国
の
成
長

に
つ
な
が
る
モ
デ
ル
を
模
索
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
た
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（CO
V
ID
-19

）
の
影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

実
施
と
な
っ
た
が
、
今
年
度
は
対
面
実
施
が
実
現
し

た
。
昨
年
度
の
オ
ン

ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
を
契
機
に
、
２

０
２
２
年
９
月
に
東

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
学

教
員
が
来
日
し
、
堀

教
授
と
の
共
同
研
究

及
び
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

協
力
企
業
視
察
を
行

っ
た
ほ
か
、
３
大
学

で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

顔
合
わ
せ
や
メ
ー
ル

で
の
や
り
と
り
を
通

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
355
回

＝
特
別
連
載
＝

堀	潔
（桜美林大学
リベラルアーツ学群
教授・副学長）

原田左官工業所での集合写真

左官体験



101 第 2 7 5 9 号 （第三種郵便物認可）	 文 教 ニ ュ ー ス 令和 5年 7月 1 0 日（月曜日）

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
功
に
最
も
寄
与
し
た
の
は
、

疑
い
な
く
、
企
業
訪
問
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

㈲
原
田
左
官
工
業
所
の
原
田
宗
亮
氏
（
代
表
取
締
役

社
長
）
や
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
ご
快
諾
い
た
だ

い
た
㈱
豊
和
（D

iN
ing+

）
山
本
美
代
氏
（
代
表
）
、

社
会
保
険
労
務
士
法
人
ワ
ー
ク
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

菊
地
加
奈
子
氏
（
代
表
）
、
一
般
社
団
法
人
日
本
跡

取
り
娘
共
育
協
会
内
山
統
子
氏
（
代
表
理
事
）
の
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
趣
旨
の
理
解
と
十
分
な
準
備
、

熱
意
あ
ふ
れ
る
講
演
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て

ま
で
学
生
の
質
疑
応
答
に
臨
ん
で
い
た
だ
い
た
真
摯

さ
で
あ
る
。
こ
の
機
会
で
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な

い
生
の
情
報
や
熱
量
と
い
っ
た
も
の
に
触
れ
、
招
へ

い
教
員
・
学
生
全
員
が
感
化
さ
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

欧
州
か
ら
の
参
加
者
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ

ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
学

生
も
参
加
し
て
い
た
た
め
、
各
国
地
域
の
現
状
や
課

題
を
共
有
で
き
た
点
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
活
発

化
さ
せ
る
有
効
な
要
因
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
「
オ

ラ
ン
ダ
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
（
日
本
に
比
べ
れ
ば
）

教
育
や
社
会
福
祉
制
度
が
充
実
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
最
近
の
気
候
変
動
や
戦
争
、
テ
ロ
の
脅
威

し
、
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事
前
研
修
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

概
要
や
来
日
に
伴
う
手
続
き
の
説
明
、
自
己
紹
介
及

び
各
国
の
文
化
紹
介
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
来
日

後
の
参
加
者
の
主
体
的
な
参
加
を
促
し
、
学
び
の
成

果
を
最
大
化
す
る
た
め
、
昨
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
時
の
講
義
動
画
を
活
用
し
、
事
前
学
習

に
取
り
組
ま
せ
た
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
大
学
で
は
、
そ
の
講
義
動
画
を
基
に
、
担
当
教

員
に
よ
る
事
前
学
習
を
実
施
し
、
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
の
現
状
に
関
す
る
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
を
作
成
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
臨
ん
だ
。

来
日
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
応

用
科
学
大
学
の
コ
ス
タ
ス
・
カ
イ
マ
キ
ス
教
授
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
東
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

大
学
の
カ
タ
リ
ー
ナ
・
イ
ロ
ネ
ン
教
授
に
よ
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
同
じ
く
東
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
学
の
マ

ル
ク
ス
・
ラ
ー
テ
ィ
カ
イ
ネ
ン
教
授
に
よ
る
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
特
別
講
義
を
実
施
い

た
だ
い
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
日
本
の

学
生
に
よ
る
多
様
な
意
見
を
介
し
た
活
発
な
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
す
る
た
め
の
知
識
や
視
点
を
習
得
し
た
。

ま
た
、
国
内
企
業
・
機
関
か
ら
講
師
に
ご
登
壇
い

た
だ
き
、
日
本
の
事
例
を
皮
切
り
に
、
世
界
の
少
子

化
問
題
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
女
性
の
社
会
進
出
や

女
性
起
業
家
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
等
に
関
す
る
講

演
を
受
講
し
、
各
国
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
展
望

に
関
す
る
意
見
や
質
問
、
提
案
に
つ
い
て
活
発
に
意

見
交
換
を
し
た
。

修了式で学びの成果を共有

な
ど
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
産
ん
だ
子
ど
も
が
生
き
て

い
く
社
会
が
よ
り
よ
い
社
会
と
な
っ
て
い
く
か
に
は

相
当
な
疑
問
が
あ
る
。
こ
ん
な
不
安
定
・
不
確
実
な

状
況
で
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
気
に
は
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
欧
州
の
学
生
の
意
見
は
参
加
者
の
心
に
強

く
印
象
に
残
っ
た
。

ご
講
演
い
た
だ
い
た
企
業
様
か
ら
も
海
外
の
学
生

の
視
点
を
得
た
こ
と
が
と
て
も
新
鮮
で
、
参
考
に
な

っ
た
と
よ
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
け
た
。
よ

り
良
い
社
会
や
世
界
の
構
築
に
向
け
た
一
人
一
人
の

思
考
や
行
動
を
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
原
田
左
官
工
業
所
で
の
左
官
体
験
や
、

本
学
学
生
と
企
業
周
辺
を
視
察
す
る
中
で
、
日
本
の

文
化
や
社
会
を
直
接
体
験
し
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
に

対
す
る
固
定
観
念
が
良
い
意
味
で
払
拭
さ
れ
た
こ
と

や
、
日
本
の
清
潔
で
礼
儀
正
し
く
、
秩
序
の
あ
る
国

民
性
や
環
境
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
学
生
も
多
く
見

ら
れ
た
。

◎
今
後
の
展
望

総
じ
て
、
今
後
の
双
方
向
の
国
際
交
流
を
促
進
す

る
た
め
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
変
多
く
の
き
っ
か

け
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、

と
思
う
。

今
回
、
５
名
の
本
学
学
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
が
、
本
学
学
生
に
と
っ
て

も
語
学
学
習
に
対
す
る
意
欲
向
上
や
異
文
化
理
解
の

促
進
等
、
多
く
の
良
い
影
響
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
う

ち
２
名
は
今
秋
に
交
換
留
学
予
定
で
、
１
名
も
今
後

の
留
学
を
検
討
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

後
、
桜
美
林
大
学
と
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
応
用
科
学
大
学
、

東
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
学
と
の
間
で
は
教
職
員
の
相
互

訪
問
が
実
施
さ
れ
、
今
後
の
学
生
・
教
職
員
の
幅
広

い
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
留
学
生
・
招
へ
い
教
員
の
事
後
ア
ン
ケ

ー
ト
で
の
満
足
度
は
非
常
に
高
く
、
ま
た
留
学
や
就

職
で
日
本
に
戻
り
た
い
と
い
っ
た
声
も
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
今
後
の
再
来
日
や
相
互
の
学
生
交
流
、
研
究

交
流
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。




